
 リンクワーカー
  

【自治組織等】
 老人クラブ、町内会、
 自治会

【相談窓口】
 暮らしの窓口、サロン、
 児童相談所、弁護士

－令和５年度 保険者とかかりつけ医等の協働による加入者の予防健康づくり事業－

 「Wellｰbeingが向上する健康なまちづくり」プロジェクト

  患者が抱える孤立、貧困、DV・虐待など、健康に影響を及ぼす社会的決定要因（SDH）を社会的処方により取り除き、病気の重症化予防・
 フレイル予防につなげることにより、患者が地域において生き生きと健康で暮らせる社会の実現を目指す。

 
                      
 ・かかりつけ医は、受診の場面で患者が抱えるSDHについて「問診票」により把握し、地域の調整役であるリンクワーカーに情報提供する。
 ・リンクワーカーは、保険者やかかりつけ医等と情報を共有しながら、個々の患者に合った集いの場や相談窓口、専門家等の社会資源につな
  げ、患者への支援を行う。
       

 社会的処方の全体イメージ

  
かかりつけ医

(秋田県医師会)
保険者

(秋田県保険者協議会)

協働

【健康教室】
 体操教室、
 介護予防教室

【社会貢献等】
 ボランティアセンター、NPO、
 生涯学習サークル

   社 会 資 源

など

   概　要　

  目　的

秋田県保険者協議会

③情報提供

⑥紹介

秋田県全医療圏域で実施 ※R3年度は５医療圏、R4年度は７医療圏に拡大

 患 者

②診察(問診)

④支援

⑤相談

⑦参加支援

問診票
 
 ※１日の過ごし方、
  家庭・職場環境、 
  人間関係、経済
  状況等を通じ課
  題を把握

全体統括・調整

SDH
を抱え
る患者

情報共有

①受診

情報共有

○各医療圏をネットワーク化

各医療圏における参加医師の拡大を図る

患者、患者の家族、リンクワーカー及び医師
にヒアリングを実施し、課題の抽出を行う

【介護施設等】
 通所介護（デイサービス）


